
 
 

 

 

標記コンクールが、１１月１８日（土）富久山総合学習センターで開催され、本校から２名の生徒

が参加しました。題名、受賞等は下記のとおりです。 

◎ 最優秀賞 吉田 羽良 さん（２年）「笑顔の力を信じて」 

〇 優 秀 賞  國分 希々 さん（１年）「一人一人が輝ける社会へ」 

２名とも、学校生活での出来事をもとに、自分の考えを自分の言葉 

で述べた素晴らしい発表で、観衆を魅了しました。両作品とも富久山 

町の代表として「郡山市少年の主張コンクール」に出品されます。 

                                           
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

文明以健 
郡山市立明健中学校 

第 20 号 

文責：校長 髙山 良勝 

令和５年 12 月１日(金) 

明 健 中 学 校 だ よ り 

本校では昨年度に引き続き、「対話を通して学びを深め・高め合う子どもを目指して」を研究主題に

掲げ、学習場面に応じた ICT の効果的な活用を通した「深い学び」の実現に向けて、授業改善に取り組

んでいます。その成果を確認する研究会を、11 月 22 日（水）に開催しました。明健中では、英語（１

年）と保健体育（１年）、数学（２年）の授業を公開し、多くの先生方に参観いただき、「小・中連携」

と「主体的・対話的で深い学び」の視点から協議を行いました。年度末にかけて、今年度の研究の成果

をまとめ、小・中連携のさらなる充実に努めていきます。 

標記の報告会が、令和５年１１月２５日（土）郡山市役所で開催され、

本校代表として参加した 折内 心優 さん（２年）が研修の成果を発表し

ました。今回の研修を通して、原爆の恐ろしさと、「平和」とは、罪のな

い命が消えない、誰もが笑顔でいられて、怯える必要がないことだと実感

したそうです。そして、学んだことを忘れずに、一人でも多くの人に戦争

の悲惨さや平和の大切さについて伝えていきたいと話していました。 


